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　基本設計者の選考に当たっては、高度な技術力および豊富な経験等を有する設計者を選考す
るため、市の特性を的確にとらえた技術提案を求めるとともに、取組体制、実績、技術力等を
総合的に評価することで、優れた「設計者（人）」を選考する「公募型プロポーザル方式」を
採用しました。
　また、基本設計者の選考およびプロポーザルの内容等の評価を行うため、７人で構成する選
考等委員会を設置しました。

※この内容はあくまで提案内容であり、変更となる可能性があります

　新庁舎・（仮称）新福祉会館建設の基本設計者である
株式会社佐藤総合計画が、技術提案書に基づく設計の
進め方について、市民の皆さんに説明します。ぜひ、
ご参加ください。
 ５月１９日（日）午前１０時〜１１時３０分（９時３０分開場）
 商工会館２階
 当日直接会場へ
 企画政策課企画政策係（☎０４２−３８７−９８００）

時
所
申
問

新庁舎・（仮称）新福祉会館建設
基本設計市民説明会の実施

設計者のプロフィー設計者のプロフィールル

建築（総合）主任技術者　河田　健
　本計画の総合主任技術者。株式会社佐藤総合計画東京第１オフィス第１設
計室プロジェクトリーダー。グッドデザイン賞（習志野市庁舎）、国土交通
省大臣官房官庁営繕部優良業務表彰（財務省本庁舎：免震レトロフィット改
修）ほか受賞。

管理技術者　渡辺　猛
　本計画の管理技術者。株式会社佐藤総合計画東京第１オフィス第１設計室
室長。公共建築賞、大阪府まちなみ建築賞（和泉シティプラザ）、グッドデ
ザイン賞（聖籠町立図書館）、日本建築家協会優秀建築選、日本図書館協会
建築賞など多数受賞。

　第１回選考等委員会では、基本設計者選考に関する基本的な考え方、
参加資格、技術提案テーマ等について議論を行い、実施要領の作成等を
行いました。
　その後、１月１１日から募集を始め、参加表明書の提出期限までに、６
者から参加表明書が提出され、５者から技術提案書等の選考書類が提出
されました。

第１回選考等委員会（平成３０年１２月２６日）

　第２回選考等委員会では、各者の技術提案書について、意見交換を実
施した後、採点を行いました。その結果、一次選考通過者として５者を
選考しました。

第２回選考等委員会（平成３１年３月２日）

第３回選考等委員会（平成３１年３月１６日）
　第３回選考等委員会では、多くの市民の皆さんにご参加いただく中、各者から
技術提案に基づくプレゼンテーションおよびヒアリングを公開で行いました。ま
た、当日は、ご来場いただいた多くの方々にも、ご覧いただくことができるよう、
会場内に技術提案書を展示しまし
た。二次選考の審査は、技術提案書
等について、意見交換を実施し、採
点を行いました。その結果、上位２
者が同点となったことから、あらた
めて２者について意見交換を実施
し、多数決により、事業候補者およ
び事業候補次点者を選考しました。
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（平成３１年3月末現在）


